
JP 2017-106434 A 2017.6.15

10

(57)【要約】
【課題】複数のインジェクターに対する噴射戦略を介し
て燃焼効率を効果的に向上させるとともに、排気ガスの
有害性物質を効果的に低減させる車両のインジェクター
制御方法及びその制御システムを提供する。
【解決手段】本発明に係る車両のインジェクター制御方
法は、燃焼室の燃焼サイクルに基づいて、複数設けられ
たインジェクターによって燃料噴射が要求される状況で
あるか否かを制御部で判断する噴射時点判断段階と、噴
射時点判断段階で制御部がインジェクターによる燃料噴
射の要求される状況と判断した場合、複数のインジェク
ターが互いに異なる時点に燃料を噴射するように各イン
ジェクターを制御部で制御する個別噴射段階と、個別噴
射段階で各インジェクターが互いに異なる時点に燃料を
噴射した後、各インジェクターが同時に燃料を噴射する
ように各インジェクターを制御部で制御する同時噴射段
階と、を含んでなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃焼室の燃焼サイクルに基づいて、複数設けられたインジェクターによって燃料噴射が
要求される状況であるか否かを制御部で判断する噴射時点判断段階と、
　前記噴射時点判断段階で前記制御部が前記インジェクターによる燃料噴射の要求される
状況と判断した場合、前記複数のインジェクターが互いに異なる時点に燃料を噴射するよ
うに各インジェクターを前記制御部で制御する個別噴射段階と、
　前記個別噴射段階で前記各インジェクターが互いに異なる時点に燃料を噴射した後、前
記各インジェクターが同時に燃料を噴射するように前記各インジェクターを前記制御部で
制御する同時噴射段階と、
を含んでなることを特徴とする車両のインジェクター制御方法。
【請求項２】
　前記個別噴射段階で、前記制御部は、前記各インジェクターが互いに交替してそれぞれ
複数回の燃料噴射を行うように前記各インジェクターを制御することを特徴とする請求項
１に記載の車両のインジェクター制御方法。
【請求項３】
　前記個別噴射段階で、前記制御部は、前記各インジェクターの燃料噴射区間の間に、燃
料噴射が行われない遅延区間が形成されるように、前記各インジェクターの燃料噴射区間
を制御することを特徴とする請求項１に記載の車両のインジェクター制御方法。
【請求項４】
　前記同時噴射段階で、前記制御部は、前記各インジェクターの同時噴射量を調節するこ
とにより、１回の燃焼サイクルの総燃料量を調節することを特徴とする請求項１に記載の
車両のインジェクター制御方法。
【請求項５】
　前記個別噴射段階で、前記複数のインジェクターは、エンジンの吸気ポート上に設けら
れ、前記制御部の制御に基づいて、　燃焼室側に備えられた吸気バルブが閉じた状態で最
初燃料噴射を行うことを特徴とする請求項１に記載の車両のインジェクター制御方法。
【請求項６】
　エンジンの燃焼室側へ燃料を噴射するように設けられたインジェクター、
　前記燃焼室の燃焼サイクルに基づいて、前記各インジェクターによる燃料噴射が要求さ
れる状況であるか否かを判断し、燃料噴射が要求される状況と判断した場合、前記各イン
ジェクターが互いに異なる時点に燃料を噴射するように各インジェクターを制御し、各イ
ンジェクターが互いに異なる時点に燃料を噴射した後、前記各インジェクターが同時に燃
料を噴射するように前記各インジェクターを制御する制御部、を含むことを特徴とする車
両のインジェクター制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両のインジェクター制御方法及びその制御システムに係り、より詳しくは
、複数のインジェクターに対する噴射戦略を介して燃焼効率を効果的に向上させるととも
に、排気ガスの有害性物質を効果的に低減させるための車両のインジェクター制御方法及
びその制御システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両には、特にそのエンジンにおいて、エンジンの効率を向上させるために燃料の噴射
方式、吸気の制御方式、及び吸気ポートの構造などに対する様々な方式の技術が開発及び
適用されている（例えば、特許文献１参照）。
　上述した様々な技術の中でも、車両エンジンの効率を向上させるための技術として、特
に燃焼室の内部へ流入する燃料と吸気との混合性能の向上を図ることにより、混合気の燃
料成分濃度が均一になるようにし、点火時期を前倒しすることにより、エンジンの燃焼効
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率を上昇させる方法がある。
　特に、燃料と空気との混合均一性を向上させるための方法には、インジェクターの噴射
時期及びパターンを調節するなどの噴射方式を制御してスウォル（ｓｗｉｒｌ）現象を誘
導することにより、着火を前倒しさせて燃焼の効率を向上させることができる。
【０００３】
　スウォル現象とは、燃焼室に流入する吸気が燃焼室の円周に沿って回転する渦流を形成
する現象をいう。このようなスウォル現象によって渦巻く吸気により燃焼室の内部で吸気
と燃料との混合均一性が向上して燃焼効率が増加する。
　また、インジェクターの噴射口が吸気ポート側に設けられて燃料を噴射する方式におい
て、インジェクターから噴射された燃料が吸気ポートの流路上に付着する場合、エンジン
の燃費に悪影響を及ぼすことから、燃料の付着現象を防止することは、エンジン効率を増
加させる上で重要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】韓国公開特許第１０－１９９７－０００１９２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたものであって、その目的とするとこ
ろは、複数のインジェクターに対する噴射戦略を介して燃焼効率を効果的に向上させると
ともに、排気ガスの有害性物質を効果的に低減させる車両のインジェクター制御方法及び
その制御システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するためになされた本発明の車両のインジェクター制御方法は、燃焼室
の燃焼サイクルに基づいて、複数設けられたインジェクターによって燃料噴射が要求され
る状況であるか否かを制御部で判断する噴射時点判断段階と、噴射時点判断段階で制御部
がインジェクターによる燃料噴射の要求される状況と判断した場合、複数のインジェクタ
ーが互いに異なる時点に燃料を噴射するように各インジェクターを制御部で制御する個別
噴射段階と、個別噴射段階で各インジェクターが互いに異なる時点に燃料を噴射した後、
各インジェクターが同時に燃料を噴射するように各インジェクターを制御部で制御する同
時噴射段階と、を含んでなることを特徴とする。
【０００７】
　個別噴射段階で、制御部は、各インジェクターが互いに交替してそれぞれ複数回の燃料
噴射を行うように各インジェクターを制御することが好ましい。
　個別噴射段階で、制御部は、各インジェクターの燃料噴射区間の間に燃料噴射が行われ
ない遅延（ｄｅｌａｙ）区間が形成されるように各インジェクターの燃料噴射区間を制御
することができる。
【０００８】
　同時噴射段階で、制御部は、各インジェクターの同時噴射量を調節することにより、１
回の燃焼サイクルの総燃料量を調節することがよい。
　個別噴射段階で、複数のインジェクターは、エンジンの吸気ポート上に設けられ、制御
部の制御に基づいて、燃焼室側に備えられた吸気バルブが閉じた状態で最初燃料噴射を行
うことが好ましい。
【０００９】
　本発明に係る車両のインジェクター制御システムは、エンジンの燃焼室側へ燃料を噴射
するように設けられたインジェクターと、燃焼室の燃焼サイクルに基づいて、各インジェ
クターによる燃料噴射が要求される状況であるか否かを判断し、燃料噴射が要求される状
況と判断した場合、各インジェクターが互いに異なる時点に燃料を噴射するように各イン



(4) JP 2017-106434 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

ジェクターを制御し、各インジェクターが互いに異なる時点に燃料を噴射した後、各イン
ジェクターが同時に燃料を噴射するように各インジェクターを制御する制御部と、を含む
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、本発明の車両のインジェクター制御方法及びその制御システムは、複
数のインジェクターに対する噴射戦略を介して燃焼効率を効果的に向上させるとともに、
排気ガスの有害性物質を効果的に低減させることができる。
　特に、複数のインジェクターが互いに異なる時点に燃料を噴射する個別噴射戦略を介し
て燃焼室内におけるスウォル現象を誘導して燃料と吸気との混合性能を向上させ、点火を
促進させて燃焼状況の改善及び燃費効果の極大化を図ることができる。
　また、個別噴射後、複数のインジェクターが同時に燃料を噴射する同時噴射戦略を介し
て個別噴射時の燃料噴射量を維持しながらも、走行状況による燃焼サイクルあたりの燃料
量を調節することができるので、燃費効果を向上させるとともに無駄な燃料の粘着現象を
防止することができる。
　一方、各インジェクターの噴射区間の間には燃料の噴射が断絶する遅延タイムが形成さ
れ、個別噴射による燃焼室内のスウォルの安定的な形成を図って燃料と吸気との混合性能
を極大化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御方法を示すフローチャートであ
る。
【図２】本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御方法による各インジェクターの
燃料噴射区間を図式化した図である。
【図３】本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御方法で個別噴射の際に各インジ
ェクターの燃料噴射区間の間に遅延タイムが形成された様子を示す図である。
【図４】本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御システムを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付した図面に基づいて、本発明の好適な実施例について説明する。
　図１は、本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御方法を示すフローチャートで
ある。図１に示したとおり、制御部４０が、燃焼室１０の燃焼サイクルに基づいて、複数
設けられたインジェクター２０によって燃料噴射が要求される状況であるか否かを判断す
る噴射時点判断段階（Ｓ１００）と、噴射時点判断段階（Ｓ１００）で制御部４０がイン
ジェクター２０による燃料噴射の要求される状況と判断した場合、制御部４０が、複数の
インジェクター２０が互いに異なる時点に燃料を噴射するように各インジェクター２０を
制御する個別噴射段階（Ｓ２００）と、個別噴射段階で各インジェクター２０が互いに異
なる時点に燃料を噴射した後、制御部４０が、各インジェクター２０が同時に燃料を噴射
するように各インジェクター２０を制御する同時噴射段階（Ｓ３００）とを含んでなる。
【００１３】
　具体的には、噴射時点判断段階（Ｓ１００）では、制御部４０が、燃焼室１０の燃焼サ
イクルに基づいて、複数設けられたインジェクター２０によって燃焼噴射が要求される状
況であるか否かを判断する。
　本発明における制御部４０は、好ましくは、エンジンをコントロールするＥＣＵである
が、インジェクター２０のための別途の制御部４０として設けられてもよい。この際、制
御部４０は、エンジンの駆動状況として、インジェクター２０が位置した燃焼室１０の燃
焼サイクルを観測し、燃料噴射時期を判断する。燃料噴射の詳細な時点の制御は車両の走
行状況などに応じて具体的に調節できる。
　一方、個別噴射段階（Ｓ２００）では、噴射時点判断段階（Ｓ１００）で、制御部４０
がインジェクター２０による燃料噴射の要求される状況と判断した場合、制御部４０は複
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数のインジェクター２０が互いに異なる時点に燃料を噴射するように各インジェクター２
０を制御する。
【００１４】
　これにより、各インジェクターの燃料噴射区間は互いに重なることなく燃料噴射が実施
される。
　一つの燃焼室１０に複数のインジェクター２０が設けられた場合、制御部４０によって
複数のインジェクター２０が同時に燃料を噴射せず、それぞれ異なる時点に燃料を噴射す
ると、インジェクター２０から噴射された燃料流れの対称性が失われて燃焼室１０の中心
から偏向した流れ、好ましくは燃焼室１０の側面に沿って回転しながら流動する流れが発
生することがある。
　このような燃料流れは、特に吸気ポート３０上に複数のインジェクター２０が備えられ
、各インジェクター２０が燃焼室１０の中央地点ではなく側面部に偏向するように燃料を
噴射する場合にさらに容易に発生する。
【００１５】
　図４は、本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御システムを示す図である。図
４は、一つの燃焼室１０に２つの吸気バルブが備えられ、各吸気バルブ側の吸気ポート３
０上にインジェクター２０が設けられ、各インジェクター２０は燃焼室１０の中央よりも
側面側に多少偏向した地点へ燃料を噴射するように設けられた様子を示した。
　すなわち、いずれか一つのインジェクター２０のみが燃料を噴射すると、燃料流れが他
のインジェクター２０による燃料流れから流動が妨害されることなく、燃焼室１０の側面
に沿って流動してスウォルの形成がより容易になる。
　スウォル現象とは、燃焼室１０に流入する吸気が燃焼室１０の円周に沿って回転する渦
流を形成する現象をいう。このようなスウォル現象によって渦巻く吸気により燃焼室１０
の内部における吸気と燃料との混合性能が向上して燃焼効率を向上させることができる。
　結局、複数のインジェクター２０がそれぞれ異なる時点に燃料を噴射することにより、
燃料流れが燃焼室１０の壁面に沿って流動するスウォルを形成し、スウォルが形成される
につれて燃焼室１０内における空気と燃料との混合が均一化され、燃焼効率を向上させる
ことができる。
【００１６】
　また、各インジェクター２０の噴射パターンまたは噴射時期などを調製して点火時期を
前倒しするるなど着火時点を調節することができるため、燃焼室１０内の燃焼が行われる
燃焼区間を時期的に制御して運転領域別動力性能を充足させることができる。
　図２は、本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御方法による各インジェクター
の燃料噴射区間を図式化した図である。図示したとおり、制御部４０によって一対からな
るインジェクター２０が互いに異なる時点に燃料を噴射する個別噴射１２０が区間として
示されている。
　一方、同時噴射段階（Ｓ３００）では、個別噴射段階で各インジェクター２０が互いに
異なる時点に燃料を噴射した後、制御部４０は各インジェクター２０が同時に燃料を噴射
するように各インジェクター２０を制御する。
　本発明の同時噴射段階は、各インジェクターが同時に燃料を噴射することにより各イン
ジェクターの噴射区間が重畳するが、好ましくは、各インジェクターの燃料噴射時点を同
一に設定して、各インジェクターの燃料噴射区間が互いに７０％以上重畳する場合、本発
明が目的とする同時噴射段階の燃料噴射効果を維持することができる。
【００１７】
　インジェクター２０別燃料噴射が比較的短く行われる個別噴射１２０では、燃料噴射量
を調節することが難しい虞がある。特に、燃料噴射量の一定の比率以上を個別噴射１２０
で実施することは燃料圧及びインジェクター２０の設計的な面で限界がある。
　また、燃焼室１０の吸気バルブが開放される時点においても初期燃料噴射が行われる可
能性のある個別噴射１２０の場合、燃料量が上昇すると、吸気バルブまたは吸気ポート３
０の壁面に燃焼しなかった燃料の付着を引き起こす虞があり、燃費効率の低下または排気
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ガス中の有害物質の発生等を引き起こす可能性がある。
　このため、制御部４０は、各インジェクター２０の燃料噴射を多段に設定して１回の燃
料噴射量を減少させ、吸気ポート３０側に発生する燃料付着現象を防止し、特に個別噴射
段階（Ｓ２００）の後に同時噴射段階（Ｓ３００）を行うことにより、運転領域別に要求
される燃料量を満足させる。
　ひいては、個別噴射段階で燃焼室内のスウォルが誘導された後、同時噴射を行うことに
より、燃焼室内で形成された燃料流動のスウォルが破砕される段階においても混合性能の
向上にさらに有利である可能性もある。図２はインジェクター２０の個別噴射１２０の後
に同時噴射２２０を行う様子を図式化して示した。
【００１８】
　一方、図２のとおり、本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御方法において、
個別噴射段階（Ｓ２００）で、制御部４０は、各インジェクター２０が互いに交替してそ
れぞれ複数回の燃料噴射を行うように各インジェクター２０を制御することができる。
　具体的には、上記のとおり、制御部４０は、各インジェクター２０が互いに異なる時点
に燃料を噴射するように各インジェクター２０を制御するが、特に各インジェクター２０
が互いに交替して複数回の燃料噴射を行うようにしてスウォルを誘導する。
　各インジェクター２０が互いに交替して燃焼室１０内のスウォルを誘導する場合は、そ
れぞれの燃料流れが相互干渉して一側のインジェクター２０によって燃料が噴射された場
合のスウォル形成よりも燃焼室１０内における空気と燃料との混合均一性が向上しうる。
図２は一対のインジェクター２０が互いに交替するように燃料噴射区間が設定された様子
が図式化されている。
【００１９】
　図３は、本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御方法で個別噴射の際に各イン
ジェクターの燃料噴射区間の間に遅延タイムが形成された様子を示す図である。図示した
とおり、本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御方法において、個別噴射段階（
Ｓ２００）で、制御部４０は、各インジェクター２０の燃料噴射区間の間に、燃料噴射が
行われない遅延区間２５０が形成されるように、各インジェクター２０の燃料噴射区間を
制御する。
　具体的に、個別噴射段階（Ｓ２００）で、各インジェクター２０の燃料噴射による燃料
の流れは燃焼室１０内でスウォル現象が発生するように流動するが、一側のインジェクタ
ー２０によって燃料が噴射され、連続して他側のインジェクター２０によって燃料が噴射
されると、一側のインジェクター２０により噴射された燃料の流動が燃焼室１０内でスウ
ォルを形成する前に、他側のインジェクター２０から噴射された燃料の流動によって干渉
されるため、スウォルの形成が妨害される虞がある。
　これにより、一側のインジェクター２０から燃料が噴射されると、噴射された燃料が燃
焼室１０内で流動してスウォルを形成しながら空気と十分に混合される時間が設けられる
ように、各インジェクター２０の燃料噴射区間の間には遅延区間２５０を形成するとよい
。図３には個別噴射段階（Ｓ２００）で各インジェクター２０の燃料噴射区間の間に遅延
区間２５０が形成された様子を図式化した。
【００２０】
　結局、各インジェクター２０の燃料噴射区間の間に遅延区間２５０が形成されるように
制御部４０がインジェクター２０を制御することにより、各インジェクター２０から噴射
されるそれぞれの燃料流れが空気と燃料との混合均一性の向上を図ることが可能なスウォ
ルの形成に必要な時間が充足されるようにすることが好ましい。
　一方、本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御方法において、同時噴射段階（
Ｓ３００）で、制御部４０は、各インジェクター２０の同時噴射量を調節することにより
、１回の燃焼サイクルの総燃料量を調節することができる。
　上記のとおり、本発明において、同時噴射段階（Ｓ３００）のインジェクター２０の燃
料噴射量を制御することにより、個別噴射段階（Ｓ２００）における吸気ポート３０の燃
料粘着を防止することができ、運転領域別に要求される燃料量を充足させてエンジンの燃
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焼効率の低下を防止する。
【００２１】
　一方、本発明の実施例に係る車両のインジェクター制御方法において、個別噴射段階（
Ｓ２００）で、複数のインジェクター２０は、エンジンの吸気ポート３０上に設けられ、
制御部４０の制御に基づいて、燃焼室１０側に備えられた吸気バルブが閉じた状態で最初
の燃料噴射を行う。
　エンジンは、燃焼室１０側に備えられた吸気バルブが開放されると、吸気が燃焼室１０
内に流入し吸気バルブが閉じた状態で圧縮、爆発及び排気行程が行われる。複数のインジ
ェクター２０がエンジンの吸気ポート３０上に設けられた場合、インジェクター２０によ
る燃料噴射も吸気バルブが開放されることにより燃焼室１０内に流入できる。
【００２２】
　このことから、吸気ポート３０に設けられたインジェクター２０は、吸気バルブが開い
た状態で燃料噴射を行うと、燃料が直接燃焼室１０側へ流動しながら燃焼室１０内で空気
との混合が行われ、吸気バルブが閉じた状態で吸気バルブが開放される直前に、インジェ
クター２０が最初噴射を行うと、吸気ポート３０側の空気と混合された状態で吸気バルブ
が　開放されて燃焼室１０内に流入する。
　すなわち、本発明の実施例では、燃料の多段噴射戦略に基づいて最初噴射を吸気バルブ
が閉じた状態で行うことにより、吸気行程の前に、予め燃料と空気とが混合される時間を
確保することにより、空気と燃料との混合性能を向上させることができる。
【００２３】
　一方、図４に示したとおり、本発明に係る車両のインジェクター制御システムは、エン
ジンの燃焼室１０側へ燃料を噴射するように設けられたインジェクター２０と、燃焼室１
０の燃焼サイクルに基づいて、各インジェクター２０による燃料噴射が要求される状況で
あるか否かを判断し、燃料噴射が要求される状況と判断した場合、各インジェクター２０
が互いに異なる時点に燃料を噴射するように各インジェクター２０を制御し、各インジェ
クター２０が互いに異なる時点に燃料を噴射した後、各インジェクター２０が同時に燃料
を噴射するように各インジェクター２０を制御する制御部４０とを含む。
　具体的に、インジェクター２０は、燃料の噴射口が燃焼室１０側に向くように設けられ
、燃焼室１０側へ燃料を噴射するように備えられる。インジェクター２０は、燃焼室１０
内に噴射口が設けられた形態もあり得るが、好ましくは、吸気ポート３０上に噴射口が位
置して吸気バルブ側へ燃料が噴射されるように設けられることが好ましい。
【００２４】
　一方、制御部４０は、燃焼室１０の燃焼サイクルに基づいて、各インジェクター２０に
よる燃料噴射が要求される状況であるか否かを判断し、燃料噴射が要求される状況と判断
した場合、各インジェクター２０が互いに異なる時点に燃料を噴射するように各インジェ
クター２０を制御し、各インジェクター２０が互いに異なる時点に燃料を噴射した後、各
インジェクター２０が同時に燃料を噴射するように各インジェクター２０を制御する。
　制御部４０は、上記のとおり、好ましくは、エンジン制御部４０に該当するＥＣＵであ
るか、或いはインジェクター２０の制御のために別途設けられた制御部４０である。制御
部４０は、燃焼室１０の作動状況を判断してインジェクター２０の燃料噴射が要求される
状態であるか否かを判断し、燃料噴射が要求される状況であれば、インジェクター２０を
制御して複数のインジェクター２０が互いに異なる時点に燃料を噴射することにより、ス
ウォルの形成など空気と燃料との混合性能を向上させる。
　一方、複数のインジェクター２０が互いに異なる時点に燃料を噴射した直後には、互い
に同時に燃料を噴射するようにすることにより、それぞれのインジェクター２０が個別的
に燃料を噴射しながら過度な燃料量が噴射されないようにして吸気ポート３０の燃料粘着
現象を防止し、１回の燃焼サイクルに要求される燃料量を制御することにより、運転領域
別に要求される燃料量を充足させる。
【００２５】
　以上、本発明の特定の実施例について図示及び説明をしたが、本発明はこれに限定され
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ず、以下の特許請求の範囲によって提供される本発明の技術的思想を外れない範疇内にお
いて、様々な改良及び変化を加え得ることは、当該分野における通常の知識を有する者に
とって自明である。
【符号の説明】
【００２６】
　１０：燃焼室
　２０：インジェクター
　３０：吸気ポート
　４０：制御部
　１２０：個別噴射
　２２０：同時噴射
　２５０：遅延区間

【図１】

【図２】

【図３】
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